　「Nchunak's Fire and Faith」訳本
　「Nchunak著述：炎と信仰」

　著者：不明

　［本書は、Kagrenacに関する諸理論を説明するDwemerの居住する多様なる集落を旅行した、そのNchunakの報告を翻訳したものである。］
　彼〔※１〕が代表する人々の啓蒙の状態について質問を行った。彼の回答によれば、Kagrenacに関する諸理論については、真なる誤解に通ずる迷宮を抜けて人々を導ける学者が１人だけ近所に住んでいるそうである。
　しかしながら、彼の伝えるところによれば、Kherakahに於いて、Kagrenacの指針は教えられているそうである。彼は言った――KherakahのDwemerと会うこと以上に自分を喜ばせるものは存在しない。彼らは世界中で最も勉学を修めた人々であり、Kagrenacの言葉を学んで来るべき人生の場に熟慮を与える。そして、その場に於いては、平面の分割も記憶喪失の計算も、その他の如何なる実用品も、自己および自己と〈心臓〉〔Heart〕の関係に対する理解よりも価値あるものは存在しないのである、と。
　これを丁重なる挨拶として受け取るほどに私は親切であった。そして、兜を取り去ると、深々と幾度も礼を繰り返してから、私は出発した。
　訳注

　※１　恐らく、集落の長だろう。
